
テレワークをきっかけに5割が引っ越しを検討

新型コロナウィルスの影響で、職場に出勤せず、
在宅などで仕事をする「テレワーク」が急速に
普及。リクルート住まいカンパニーが20～64歳
を対象に行った「テレワーク×住まいの意識・
実態調査」（2019年）によると、右グラフのよう
にテレワークをきっかけでの引っ越しを実施・
検討・希望している人は53％、通勤時間が長く
なることを許容すると答え人は57％と多い。

通勤に捉われない生活のしやすさを重視
引っ越しの際に重視する項目にも変化が見られる。
一般的に重視されるのは、通勤や通学を考えた交通
利便性や生活利便性であるが、テレワーカーの場合
が重視するのは、「物価が安い」「住居費が安い」
「防災対策がしっかりしている」といった通勤に
捉われない、生活のしやすさだ。（下表参照）

自宅にプロジェクターを導入するなど
テレワーク使用にアレンジした人も増加

アンケート調査から、引っ越しをしない場合でも、
テレワークをきっかけに、すでに70％が自宅を仕事
に適した環境を整えていることがわかった。

自宅内で工夫したことで一番多かったのは、
「仕事の資料、PC等の置き場、収納スペースを作った」。
ほかに、「部屋の一角に仕事用のスペースを作った」
「ホワイトボード／モニター／プロジェクターなどを
導入した」という声も多かった。（右表参照）

このままテレワークが広がっていけば、こうした設備を
設けたテレワーカー向けの賃貸住宅のニーズも増えて
くるかもしてません。
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“ウィズコロナ・アフターコロナ”で何が変わり、何を変えねばならないか!?

広がるテレワーク対応賃貸！2020年のトレンドは「職住融合」

57％が、通勤時間が長くなることを許容。30～60分長
くなってもいいと30％が回答。
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「テレワーク賃貸」～ルネス空間創造家具～

ウィズコロナ・アフターコロナで「職住融合」が進むことで入居者ニーズは一変しました。
大きなリビングの1LDKから小さくスペースを作る2DKへリノベーションが増えるかもしれま
せん。新築用のみならず、既存賃貸の空室対策用にも設置可能な空間創造家具シリーズが、
lofTime（ロフタイム）、Bedesky(べデスキー）です。

★空間創造家具Loftime（ロフタイム）＆Lofty
（ロフティ）
ルネス工法を最大限に生かすため開発された
Loftime＆Lofty
ロフト付き物件は人気があるものの
1．はしごの上り下りで足が痛い
2．はしごがグラグラして怖い
3．両手が使えなくて不便
4．大きい荷物の上げ下げが大変
5．はしごのスペースが無駄
・・・など、不満の声が少なくありません。

このような課題を解決するために「Loftaime＆
Lofty」が開発されました。

★空間創造家具Bedesky（ベデスキー）

・Bedeskyは究極の空間利用をコンセプトに考案
されたオールインワンタイプの収納家具
・ワンルームに必要な全ての家具を備えた新し
いタイプのシステム収納

「二段ベッドタイプ」

①上段にシングルサイズのベッド
②下段のシングルサイズのベッド
③昇降しやすいコンパクトな階段
④出し入れしやすいマガジンラック

【工事進捗状況】
セントラルパークサイドマンションⅡ新築工事

（大川市大字上巻）
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